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BehaviorofCylinder Pressurein theCombustion Chamberof  








軋1Ctuation amplitude．Thetimedifference ofthe rapid pl．eSSurerisebetweentwomeasurlngPOints  
isidenticalto the propagation time ofa pressure wave orlglnatedin the pIStOIICaVlty．The peak  
frequenciesinthecylinderpressurespectrum，Whichcorrespondtothetwokindsofwavelengthsof  
cylinder bore and two times the root mean square diameter，are due to standing wavesin the  
combustion chamber．   




















度1／4度ごとのデータとして同時計測した．   
供試燃油は自動車用ディーゼル油（軽油，記号  
ADO60）および船用ディーゼル油（A重油，記号   
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互関係を示している．   
測定点による圧力上昇開始時斯の差の原因の一つと  
して，ライナ壁による冷却効果のため着火遅れが局所  
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図2 キャビティ内2点の燃焼圧力波形  
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図3 燃焼圧力波形の計測点による変化  
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図4 計測点による燃焼圧力波形の比較   図1筒内圧力計測位置  
高速ディーゼル機関の燃焼室における圧力挙動  1250   
的に異なることが考えられるが，この場合噴霧が計測  























ばに要する時間差と一致している．   




























































0   
0  10  ZO   
り1t・m Pc廿Ill巧亡・don（】（〕Jd8dR  0  △  〔】   
11叩IdPrt～～リreRi～亡PqnldP⊂7  ●  ▲  ■   H～0（Ⅵ）〃．  
0  5  10  
0－0叫l（deg・CA）   







































28   36  29  
PcI Rこ3   
托2  
MeqMing Pohts（mm）  

































一－0 †DC tO  フO 
cA（deg） 
図7 水添加率による燃焼圧力波形の変化   
高速ディーゼル機関の燃焼室における圧力挙動  1251  
れの平均周波数を求めると，前期よりも後期のほうが  
平均ガス温度が高いため高い周波数を示した．   
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図10 筒内圧力の周波数スペクトラム   
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図8 最大圧力上昇率と圧力変動振幅  
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図11燃焼室内定在波計測位置   
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4．ま  と  め  
ピストンにトロイグル形キャビティを有する高速小  
形ディーゼル機関のシリンダヘッド触火面に，小形の  
ビュゾ圧力センサをキャビティ中心からの距離を変え  
て数個装着し，マルチチャンネル燃焼解析装置を用い  
てクランク角1／4度の精度で指圧線図を同時計測する  
ことによって燃焼室各部の圧力挙動を解析し，以下の  
結果を得た．  
（1）指圧線図における急激な圧力上昇開始点およ  
び圧力変動の振幅は，計測点の位置によって異なり，  
